
　【平和教育の目標】　　ヒロシマの被爆体験を原点として、生命の尊さと一人一人の人間の尊厳を理解させ、国際平和文化都市の一員として、
　　　　　　　　　　　　　　世界恒久平和の実現に貢献する意欲や態度を育成する。
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せんそうがあった
ころの広島

プログラム２：被爆の実相や
復興の過程を理解する

広島のひばくと
伝えたいこと

プログラム３：世界平和にかかわる
問題について考察する

平和教育プログラムについて

高　等　学　校中　学　校小　学　校
第１・２・３学年

プログラム１： 被爆の実相に触れ、
生命の尊さや人間愛に気付く

人々の平和へ
の思い

プログラム４：平和で持続的な社会の
実現について展望する

私たちの
平和プロジェクト

平和で持続
可能な社会
について

広島の復興と
人々の願い

これからの広島

広島と世界との
つながり

持続可能な
社会の実現

ヒロシマ

参加体験型ワークショップ、ロールプレイ、ディベート、探究的学習活動等を通して

主体性 ・ 他者への思いやりや人間愛の育成 ・ よりよい人間関係の構築等

＜視点の広がりと発展性＞

ヒロシマから学ぶ ヒロシマ・日本・世界から学ぶ

自分・他者・

身近な集団

自分・他者

自分・他者・

社会・世界

自分・他者・身近
な集団・社会

自分

■各学年３時間で構成： ①気付く、知る、情報整理 ②考える、思考する、思考・探求 ③伝える、発信する、発信


